
令和２年度から、学部生や学部卒業後すぐに教職大
学院に入学した学生を対象に、教職の魅力を伝える取
組として「実践力向上プロジェクト」を開設している。
このプロジェクトは、教職大学院生と学部生の相互

交流の場として機能しており、教職への動機づけを高
めるとともに、教職大学院進学への動機づけにもなっ
ている。また、実務家教員や現職の院生が教育現場に
おける様々な課題に対する具体的な対処事例等を助言
することで、学部生や院生の教職への不安を解消した
り、期待を高めたりすることに繋がっている。

【参加者の感想】

・現場で働かれていた生の声を聞くことがで
きて不安が少し和らいだ。
・安心して現場に向かえることにつながった。
特に保護者対応の回は印象に残った。
・保護者対応の講義では、実際にロールプレ
イする中で保護者の方とコミュニケーション
をとる上で大事なことを学ぶことができた。
・採用試験が終わったものの、業務のこと、
授業や学級経営などわからないことが多かっ
たので、この実プロがとても勉強になった。
・「学校の仕事の実際」は、教員生活の見通
しが持てなかった自分にとって、参考になる
ものばかりで不安がかなり軽減された。
・現職の先生から、教室環境の整え方や特別
支援教育につながることなどを教えてもら
い、とても参考になった。

日程 内容

実践力向上
プロジェクトセミナー
（前期）

６月初旬～６月下旬

・オリエンテーション
・発声練習
・自己表現
・採用試験に向けて(面接練習・模擬授業)

面接や自己アピール対応

７月中旬～８月中旬
・個人面接や自己アピールの練習（個別）

実践力向上
プロジェクトセミナー
（後期）

10月中旬～１月下旬

・学級経営の実際（現職院生による学級
経営の実践紹介）

・保護者との関係づくり
（ロールプレイング）

・授業づくり、生徒指導について
・学校カウンセリングの実際
・課題解決に向けて（振り返りとまとめ）
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